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＜連絡事項＞
特になし

＜入室状況＞
【転入】
・駒木　洋士様～東病棟Bユニット3号室→西病棟Bユニット29号室

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察指示あり。開放時他室侵入や私物弄り等の迷惑行為あり、開放観察終了している。自室内逸脱行為や不穏さなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

[bookmark: _GoBack]・藤井　崇史様～終日隔離中。自室にて臥床されており、対面時妄想言動や気分変動なし。不穏さなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。9：30大声で叫び不穏、リスペリドン内用液2ml服用。体をくねらせ、爪を噛む自傷行為あり。介入に対し大声で叫び興奮著名。スタッフ5名にて再拘束実施。唾を吐く、噛みつこうする等抵抗あり。断続的に叫び続けている。午後、自傷行為・大声で叫ぶ、唾を吐くといった行為を繰り返し、スタッフ3名で対応している。14：30主治医に報告しコントミン筋注10 mg の指示あり施行。その後も叫び声をあげている。抑制にて自傷行為には至らず。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・三浦　華菜様～身体拘束中。各食全量摂取。バイタルサイン異常なし。希死的言動なく穏やか。拘束部位外れた際も再拘束に素直に応じている。15時頭痛時ロキソプロフェンＮａ錠60㎎＋レバミピド（100）1Ｔ内服。以後も不穏さなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～自室にて臥床されている。対面時妄想言動や不穏さなし。措置解除に向け関係各所と連携を図っていく。

・斎藤　恒男様～ホールにて過ごされている。不調訴えや問題行動なし。措置解除に向け関係各所と連携を図っていく。

・三浦　華菜様～対面時穏やか。悲観的な言動なし。措置解除に向け関係各所と連携を図っていく。
